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ＪＲ四国連合「第 25 回定期大会」 

ＪＲ四国グループ労働組合連合会（ＪＲ四

国連合）は 12 月 18 日、高松市で「働く仲

間の総結集と人材の確保・定着を通じて、安

全・安心で将来に希望が持てるＪＲ四国グ

ループを創造しよう！」をスローガンに、第

25 回定期大会を開催した。 

大会では、加盟各単組の２０１９春闘結

果や、「道後やや」で働く仲間のＪＲ四国ホ

テルズユニオンへの加入など、この１年間

の成果を確認するとともに、ＪＲ四国連合

運動の強化や２０２０春闘をはじめとした 2019 年度活動方針を満場一致で決定した。 

 

大谷清会長代行（ＪＲ連合副会長・ＪＲ四国労組執行委員長）は冒頭の挨拶で、「ＪＲ

四国グループの健全な発展と魅力ある職場づくり、労働条件と社会的地位の向上、職場

環境改善を図ることがＪＲ四国連合の役割」と述べ、「その役割を果たすためには、ＪＲ

四国グループで働く仲間の総結集が不可欠」との認識を示すとともに、「厳しい経営環境

においても、ＪＲ四国グループの明るい将来展望を我々で切り開いていこう」と呼びか

けた。 

 

また大会には、四之宮和幸ＪＲ四国取締役総務部長や加盟各単組の会社幹部が来賓と

して出席、ＪＲ連合からは尾形泰二郎事務局長と北村公次労働政策部長が出席した。 

代表して挨拶した尾形事務局長は、企業において民主的な労働組合と健全な労使関係

が如何に有益かを説いた上で、「ＪＲ産業には現在、『離職』と『労働組合不要論』といっ

た大きな２つの暗雲が立ち込めており、これらの課題を解決するためにはＪＲ産業で働

く仲間のＪＲ連合への総結集が不可欠」として、ＪＲ四国グループ全企業での労働組合

の結成と未組織労働者の組織化を要請した。 

なお、役員については、大谷会長、幸大事務局長（ＪＲ四国労組副執行委員長）をはじ

め、加盟各単組から副会長、幹事、会計監査がそれぞれ選出された。 

 


